
§１２ 酸・塩基Ⅱ

Ｐ oint.３１ 水素イオン濃度 ［Ｈ＋］＝電離度 ×酸の価数 ×酸の濃度

ｐＨ・・・・・・［Ｈ＋］の逆数の対数

ｐＨ＝－ log［Ｈ＋］ ∴［Ｈ＋］＝１０－ｐＨ ［Ｈ＋］［ＯＨ -］＝１０－１４

練習 0.1mol /ιＨＣｌのｐＨ？ ｐＨ＝１

練習 0.1mol /ιＣＨ３ＣＯＯＨのｐＨ？ 電離度 α＝ 0.01 ｐＨ＝３

練習 0.1mol / ιＮａＯＨのｐＨ？
ｐＨ＝１３ ｎｖ ｎ 'ｖ ' x(ｖ＋ｖ ')

Ｐ oint.３２ 中和滴定のｐＨ曲線 ａ× － ｂ× ＝ａ×

1000 1000 1000
(1)0.1mol /ι ＨＣｌ 50mlのｐＨ

ｐＨ＝１

(2)(1)にＮａＯＨ 0.1mol /ι を 49.9ml加えるとｐＨ？
0.1× 50 0.1× 49.9 x(50＋ 49.9) x=10-4

１× － １× ＝１× ｐＨ＝４

1000 1000 1000
(3)(2)にＮａＯＨ 0.1mol / ι を 0.1ml加えるとｐＨ？

ｐＨ＝７

(4)(3)にＮａＯＨ 0.1mol / ι を 0.1ml加えるとｐＨ？
0.1× 50.1 0.1× 50 x(50.1＋ 50)

１ × － １× ＝１×

1000 1000 1000
(5)(4)にＮａＯＨ 0.1mol / ι を 99.9ml加えるとｐＨ？
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加えたＮａＯＨの量 (ml)
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Ｐ oint.３３ 塩

塩の分類

正塩 ＮａＣｌ・ＣａＣｌ２・Ｂａ３(ＰＯ４)２

酸性塩 ＮａＨＣＯ３・ＮａＨＳＯ４

塩基性塩 ＣａＣｌ(ＯＨ)・ＣｕＣｌ(ＯＨ)

塩の液性

正塩の場合

酸性 強酸と弱塩基からなる塩

ＣｕＳＯ４・ＺｎＣｌ２・

中性 強酸と強塩基からなる塩

ＮａＣｌ・ＣａＣｌ２・ＢａＳＯ４・ＫＮＯ３

塩基性 弱酸と強塩基からなる塩

Ｎａ２ＣＯ３・Ｂａ３(ＰＯ４)２

酸性塩の場合

ＮａＨＣＯ３ 塩基性 ＮａＨＳＯ４ 酸性

塩の加水分解

塩 ＋ 水 → 酸 ＋ 塩基

ＣｕＣｌ２ ＋ Ｈ２０ → Ｃｕ(ＯＨ)２＋２ＨＣｌ

ＣＨ３ＣＯＯＮａ ＋Ｈ２０ → ＣＨ３ＣＯＯＨ＋ＮａＯＨ

ＮａＣｌ ＋ Ｈ２０ → 加水分解しない

Ｐ oint.３４ 弱酸・弱塩基の電離定数 酢酸

電離度 α

ＣＨ３ＣＯＯＨ → ＣＨ３ＣＯＯ－ ＋ Ｈ＋ モル濃度

電離前 Ｃ・１ ０ ０ Ｃ mol/ι
電離する量 Ｃ・α Ｃ・α Ｃ・α

電離後 Ｃ(１－α) Ｃ・α Ｃ・α

［ＣＨ３ＣＯＯＨ］＝ Ｃ(１－α)

ＣＨ３ＣＯＯ－］＝［Ｈ＋］＝ Ｃ・α

［Ｈ＋］［ＣＨ３ＣＯＯ－］ Ｃ・α２

Ｋ＝ ＝

［ＣＨ３ＣＯＯＨ］ １－α

１>>α ∴ １－α＝１ Ｋ＝ Ｃ・α２

α＝ ［Ｈ ＋］＝Ｃα

＝
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